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 形容詞の用法について、橋本/青山(1992)は終止用法、連体用法、連用用法があると指摘

している。しかし、形容詞連用形の場合、「ワインをおいしくいただく」のように、いわゆ

る連用用法以外、「安く美味しいお米」「恐ろしく深い穴」のような並列用法がある。本稿

は形容詞連用形の並列用法を中心に、その用法の解明を試みる。 

 本稿では『新潮文庫の 100 冊 1995』から日本人作家の作品 10 冊を選定し、そこから実

例を引用する。補足説明のため、現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ)から用例を抽出

することもある。また、形容詞の定義について、「語幹＋イ／シイ」のようなものを形容詞

と呼ぶ。「ひどく」のような形容詞が副詞に分類されることもあるが、本稿ではこのような

品詞分類の揺れについては追究しない。 

 本稿は形容詞連用形の並列用法を四つに分類し、その構造を以下のように示す。 

連用形の並列：[A1p][A2p]V（高く速く飛ぶ） 

連体形の並列：[A1p][A2p]N（貧しい暗い生活） 

連体形内部の並列：[A1p•A2]p N（強く美しい心） 

連体形内部の従属：[[A1]p A2]p N（おそろしく深い穴） 

 

 形容詞連用形が動詞を修飾する場合と名詞を修飾する場合がある。「高く速く飛ぶ」のよ

うに、形容詞連用形が並列されて動詞にかかる場合を“連用形の並列”と呼び、その構造

を“[A1p][A2p]V”に示す。この場合、A1 と A2 は単に並列されるだけ、内部には修飾関係

がない。また、A1 と A2 がそれぞれ V にかかるため、p1と p2は両方とも連用形の活用語尾

である。 

 一方、形容詞が並列されて名詞を修飾する場合は遥かに複雑である。まず、「貧しい暗い

生活」のように、名詞を修飾する場合、形容詞の連体形にも並列用法がある。本稿はこの

用法を“連体形の並列”と呼び、“連用形の並列”に似て、その構造を“[A1p][A2p]N”に

示す。“連体形の並列”の場合、修飾成分である A1 と A2 はそれぞれ N にかかり、p1と p2

は両方とも連体形の活用語尾である。 

 しかし、名詞を修飾する場合、「強く美しい心」のように、A1 が連用形、A2 が連体形に

なる場合が多く見られる。本稿はこのような用法を“連体形内部の並列”と呼び、その構

造を“[A1p•A2]p N”のように示す。この場合、N にかかる修飾成分“A1p•A2”は先に並列

され、次に連体形の形で N を修飾する。A1 と A2 はそれぞれ N を修飾するから、A1 と A2

の順序が変えられるが、それぞれの活用語尾を変化させなければならない。また、この場

合では「安く（て）美味しいお米」のように、A1 がテ形になることもある。 

 最後に、「おそろしく深い穴」のように、A1 と A2 が従属関係の場合について、本稿は便

宜上このような用法を“連体形内部の従属”と呼ぶが、実質上連用用法の一種である。そ

して、“[[A1]p A2]p N”でその構造を示す。この場合、A1 が先に A2 にかかり、そして、“[A1]p 

A2”が一つの修飾成分として連体形の形で N にかかる。“連体形内部の従属”は形態上“連

体形内部の並列”と同一だが、その修飾関係が一層深いことが分かる。 

 上に示すように、本稿は形容詞連用形に着目し、形容詞の並列用法について研究するも

のである。また、名詞を修飾する場合、並列成分のなかで、前の形容詞が連用形だけでな

く、テ形になることもある。そして、形容詞テ形が形容詞連用形の並列用法の一部の機能

を分担するために使用される推測した。 
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